
 

 

背景・課題 

・ 当町会では、従来、衛生部長の選出をいわゆる

一本釣りで行っていた。衛生部長は大変な業務内

容のため、なかなか引き受けてくれる方が見つか

らず、同じ人が６年や８年と長く勤め続けざるを

得ない状況が続いていた。 

・ そうした中でＲ４.５月に、部長から「６年も

務めて来たので、すぐにでも辞めさせてもらいた

い。」との申し出があった。 

・ 新体制での町会活動が始まったばかりだったた

め、確実に部長交替ができる制度を考えることを

約束し、なんとか任期の２年間を続けて欲しい旨

をお願いし、承諾してもらっていた。 

 

経過・取組内容 

・ Ｒ４．６月、常会長会に「部長交替」を求めら

れたことを報告し、従来の一本釣りに代わる、新

しい選出方法を考えなければならないことを伝え、

常会長の協力を求めた。 

・ ２回目以降の会議からは、衛生部員もメンバー

に加えた合同委員会を４回開き、選出方法の見直

しとともに、正副部長が関わる作業の見直し（負

担軽減）を目指すこととした。 

・ 検討会の中では、１年任期で常会の輪番制によ

り選出していく方向が提起され、衛生部正副部長

の負担軽減のため、作業日数の見直しについても

地区衛生協議会に申し入れを行った。 

・ Ｒ５.１月に、衛生部長を１年任期、常会の輪

番制による選出とすることについて、賛否を 

問う全戸アンケートを実施した。 

・ アンケートの結果、１年任期、常会の輪番制が

賛成多数を占めた。 

・ Ｒ４年度の通常総会で選出方法の見直しが議決

され、Ｒ６年度から新たな選出方法で衛生部長を

選ぶことになった。 

・ 輪番制の採用により、毎年交代することとなっ

たため、Ｒ６年度から、一斉清掃時等の事業の記 

録を写真や文章で残し、引継ぎ資料を整備するこ

とで、業務の見える化を図っている。 

 

成果・今後の展望等 

・ 全戸アンケートにより、町会住民の総意として、

選出方法の見直しを行うことができた。 

・ 引継ぎ資料の

整備は現在進行

形であり、今後

も継続的に取り

組んでいく。 

・ 衛生部役員の

負担軽減につい

ても、引き続き

地区衛生協議会

に働きかけてい

きたい。 

 

 

 

 １ 組織再編、役員選出ルールの見直し等 

事例１－３  

取組名 衛生部長選出方法の見直し及び業務の見える化 

町会名 岡田町
おかだまち

町会（岡田地区） 

町会 

データ 

・人 口／1,187 人 

・世帯数／530 世帯 

・高齢化率／27.1％ 

・町会加入数／275 世帯 

・常会数／４ブロック 

・隣組数／16組 

取組概要 

○ 従来、いわゆる一本釣りで選出してい

た衛生部長の選出方法の見直しを行うと

もに、誰でも衛生部長ができるよう引継

ぎ資料を整備 

【ポイント】 

▼ 世帯の実態把握及び意見集約により、効率

的な組織運営・役務分担の検討に活用 

全戸アンケート 

３ 


